
総合計画アンケート調査結果
［概要］



調査概要

調査対象 令和4年4月1日現在18歳以上で、令和4年9月1日時点
で、下川町に住民票がある人

調査方法 郵送とインターネット（googleフォーム）

調査期間 令和4年11月14日～12月5日

調査数（配布数） 2,560件

回答数/回答率 998件（郵送830件、インターネット168件）/39.0％
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調査対象 平成29年4月1日現在18歳以上で、平成4年9月1日時点で、
下川町に住民票がある人

調査方法 郵送

調査期間 平成29年10～11月

調査数（配布数） 2,735件

回答数/回答率 1,735件/63.4％

前回（H29）



下川町は住み良いところだと思う人（報告書P.22）

調査結果（1）
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住み良い どちらかと言えば住み良い どちらかと言えば住みにくい

住みにくい どちらでもない 無回答

R4（2022）目標値77.0％ ⇒ 結果69.8％



調査結果（2）
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下川町に住み続けたい 町外のどこかに移りたい 無回答

下川町に住み続けたいと思う人（報告書P.24）

R4（2022）目標値77.0％ ⇒ 結果73.0％



住み続けたい理由上位（報告書P.26）

１位 自然環境が良い 43.0％（前回1位）
２位 居住環境が良い 38.6％（前回2位）
３位 災害や交通事故等の危険が少ない 32.3％（前回3位）
４位 親戚・知人がいる 32.0％（前回4位）
５位 町民の人柄が良い 21.2％（前回5位）

転居したい理由上位（報告書P.27）

１位 買い物する場が少ない 52.9％（前回1位）
１位 交通の便が悪い 52.9％（前回2位）
３位 福祉・医療環境に不安がある 41.8％（前回3位）
４位 親戚・知人がいない 13.8％（前回4位）
４位 町民の人間関係に不安がある 13.8％（前回6位）

調査結果（3）
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調査結果（4）

まちづくりに対する満足度と関心度（報告書P.19）

設問 今回 前回（H29） 比較

37 下川町のまちづくりに対する 「満足度」を点数で表すと
何点ですか（満足している10点、満足していない0点） 6.00 5.88 0.12

38 下川町のまちづくりに対する「関心度」を点数で表すと
何点ですか（関心がある10点、関心がない0点） 6.17 5.94 0.23

満足度が高い項目（報告書P.20）

1 公共下水道や合併処理浄化槽などによる良好
な生活環境の確保（3.99）

2 安全な水道水の安定的供給（3.98）
3 自分や家族が健康であること（3.88）
4 下川町によるごみの分別収集の徹底（3.70）
5 消防、救急救助体制（3.70）

満足度が低い項目（報告書P.20）

1 障がい者の就労や趣味活動など社会参加の機
会確保（3.01）

2 地域での助け合いによる安心して子育てをできる
環境（3.09）

3 芸術・文化に親しむ機会（3.10）
4 障がい者が住み慣れた地域で生活するための環

境や支援策（3.17）
5 自主活動や生涯各期における生涯学習の参加

機会（3.18）
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前回（H29）と比較して、
どの項目も満足度が高い結果となっている。



調査結果（5）
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項目 割合 関心が高い年代

1 子どもを産み、育てやすくなるための仕組みづくり 29.0 30～39歳

2 高齢者が活躍でき、暮らしやすくなるための仕組みづくり 27.3 70歳以上

3 子どもの育成環境（学力・経験（文化・スポーツ）など）の仕組みづくり） 23.6 30～39歳

4 再生可能エネルギー（バイオマス・太陽光・雪氷など）の推進 23.0 40～49歳

5 既存産業（農林商工業）の収益と雇用の「維持」 20.7 50～59歳

6 健康づくりや生きがいづくりのための仕組みづくり 20.5 60～69歳

7 既存産業（農林商工業）の収益と雇用の「拡大」 18.0 50～59歳

8 森林など自然環境の保全や活用 17.7 30～39歳

9 地球温暖化やゼロカーボンへの適応策（地球温暖化に適した農業・
林業など）の推進

17.7 18～29歳

10 仕事や暮らしにおける省エネルギー（住宅改修など）の推進 17.2 30～39歳

11 快適かつ利便性の高いコンパクトなまちづくり（集住化や機能集約） 16.6 18～29歳

12 新産業創造（再生可能エネルギー産業など）や新起業（移住者な
ど）による地域経済活性化と雇用の創出

15.1 40～49歳

13 公区や集落ごとの特色やまとまりを生かす分散自立型の自治の推進 5.1 30～39歳

重点的に取り組むべき政策（報告書P.52～54）



総合計画アンケート調査結果
［詳細はこちら］

下川町ホームページ
https://www.town.shimokawa.hokkaido.jp/gyousei/2023/03/post-13.html


